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充実を図るため

　
予
算
に
は
、
保
育
園
の
エ

ア
コ
ン
設
置
、
扶
桑
駅
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
、
商
品
券

発
行
、
後
期
高
齢
者
の
人
間

ド
ッ
ク
等
、
住
民
の
要
求
に

応
え
る
部
分
も
あ
る
。
本
来
、

地
方
自
治
体
の
仕
事
は
、
住

民
の
福
祉
の
増
進
で
あ
る
。

そ
の
観
点
で
、
情
勢
分
析
を

行
い
予
算
が
編
成
さ
れ
た
か
。

生
活
保
護
費
・
年
金
支
給

額
・
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
、

円
安
に
よ
る
生
活
必
需
品
の

値
上
り
、
消
費
税
増
税
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
住
民

の
暮
ら
し
を
守
る
べ
き
予
算

編
成
が
必
要
で
あ
る
。
し
か

し
、
下
水
道
料
金
の
消
費
税

増
税
分
の
値
上
げ
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
の
大

幅
値
上
げ
等
が
あ
る
。
ま
た
、

財
政
効
率
だ
け
を
考
え
る
ご

み
処
理
問
題
の
進
め
方
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
よ

る
町
の
保
育
実
施
義
務
を
親

の
責
任
に
す
る
と
い
う
問
題

等
が
含
ま
れ
て
い
る
。
更
に
、

住
民
か
ら
の
強
い
要
望
で
あ

る
巡
回
バ
ス
の
運
行
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
で
あ
る
児
童

　
平
成
26
年
度
の
扶
桑
町
一

般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
当

初
予
算
対
比
２
・
７
％
の
増

額
と
な
る
89
億
１
８
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
長
か
ら
、「
日
本
の
景

気
は
、
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
り
、
地
域
経
済
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
海

外
景
気
の
下
振
れ
の
影
響
な

ど
の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
今
後

の
動
向
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

平
成
26
年
度
予
算
は
、『
選

択
と
集
中
』
の
視
点
を
持
ち
、

安
心
・
安
全
な
町
を
目
指
し
、

浸
水
防
止
塀
設
置
費
補
助
金

を
創
設
、
貯
留
施
設
を
併
設

す
る
柏
森
長
畑
公
園
の
整
備
、

全
保
育
園
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

時
間
延
長
、
商
品
券
発
行
事

業
の
継
続
な
ど
を
計
上
し

た
。」と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
13
人
、
反
対
２
人
で
可
決

し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
入

個
人
町
民
税

　
前
年
度
実
績
等
を
踏
ま
え
、

前
年
度
当
初
予
算
対
比
１
・

０
％
の
増
額
で
す
。

法
人
町
民
税

　
若
干
の
景
気
回
復
見
込
み

に
よ
り
、
前
年
度
当
初
予
算

対
比
９
・
３
％
の
増
額
で
す
。

固
定
資
産
税

　
新
築
家
屋
の
増
加
等
に
よ

り
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比

１
・
９
％
の
増
額
で
す
。

地
方
交
付
税

　
地
方
財
政
計
画
か
ら
推
計

し
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比

３
・
４
％
の
増
額
で
す
。

国
庫
支
出
金

　
犬
山
富
士
線
整
備
工
事
等

の
終
了
に
伴
い
、
前
年
度
当

初
予
算
対
比
５
・
８
％
の
減

額
で
す
。

町
債
（
借
金
）

　

柏
森
長
畑
公
園
事
業
債
、

消
防
債
の
皆
増
等
に
伴
い
、

前
年
度
当
初
予
算
対
比
２
・

７
％
の
増
額
で
す
。

前年度当初予算対比　2.7％増額
　
平
成
２6
年
３
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
２6
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
一
般
会
計
予
算・特
別
会
計
予
算
を
始
め
、
補
正
予
算
、

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
や
請
願
な
ど
２２
案
件
の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

エアコン設置　5611万円
開所時間延長　3298万円

反反反反反反反反反反反反反反
対対対対対対対対対対対対対対
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

歳入内訳 

町税
45億2307万円
（50.7％） 

地方交付税
7億3600万円
（8.3％） 

繰越金
2億300万円
（2.3％） その他

6618万円
（0.7％）

分担金及び負担金
1億7538万円
（2.0％）

繰入金
2億7125万円
（3.0％）

諸収入
4億2万円
（4.5％）

町債
7億7330万円
（8.7％）

国・県支出金
12億4180万円
（13.9％）

地方譲与税
8300万円
（0.9％）

各種交付金
4億4500万円
（5.0％） 

自主財源
56億3890万円
（63.2％）

依存財源
32億7910万円
（36.8％）

一般会計予算　89億1800万円
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子育て支援の

の
実
施
設
計
、
各
小
中
学
校

の
非
構
造
部
材
（
天
井
、
建

具
等
）
の
点
検
を
行
い
ま
す
。

学
習
等
供
用
施
設
整
備
事
業

２
３
４
８
万
円

　
斎
藤
学
習
等
供
用
施
設
の

外
壁
、
屋
上
防
水
等
改
修
工

事
を
施
工
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
事
務
事
業

１
４
３
万
円

　
後
期
高
齢
者
へ
の
人
間
ド

ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
を
実
施
し

ま
す
。

女
性
支
援
の
た
め
の
が
ん
検

診
推
進
事
業

３
５
６
万
円

　
受
診
率
向
上
の
た
め
、
部

分
的
な
受
診
勧
奨
を
行
い
ま

す
。

　
主
な
事
業

（
万
円
未
満
切
り
捨
て
）　

保
育
所
施
設
整
備
事
業

５
６
１
１
万
円

　
全
保
育
園
の
保
育
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事
業

３
２
９
８
万
円

　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
開

所
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

（
通
常
時
は
、
下
校
時
か
ら

午
後
７
時
ま
で
。
長
期
休
暇

時
は
、
午
前
７
時
30
分
か
ら

午
後
７
時
ま
で
。）　

校
舎
大
規
模
改
造
事
業

小
学
校
４
６
１
万
円

中
学
校
１
９
９
万
円

　
柏
森
小
学
校
体
育
館
改
修

防
災
対
策
事
業

４
９
２
万
円

　
避
難
所
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

全
戸
配
布
し
ま
す
。
災
害
用

簡
易
ト
イ
レ
を
各
小
学
校
の

防
災
備
蓄
倉
庫
に
配
備
し
ま

す
。

治
水
関
係
補
助
事
業

９
１
２
万
円

　

従
来
の
補
助
事
業
等
に
、

新
た
に
、
浸
水
防
止
塀
設
置

費
補
助
金
を
加
え
、
家
屋
の

浸
水
被
害
の
防
止
、
軽
減
を

図
り
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い
住
宅
改
善

促
進
事
業

１
２
０
０
万
円

　
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

個
人
住
宅
改
善
に
補
助
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
に
や

さ
し
い
改
善
や
本
町
の
補
助

事
業
と
同
時
に
実
施
す
る
改

善
に
は
、
上
乗
せ
補
助
を
行

い
ま
す
。

商
品
券
発
行
事
業

１
３
０
０
万
円

　
平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、

地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
事

業
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

助
成
事
業１

億
１
２
６
９
万
円

　
名
鉄
扶
桑
駅
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
等
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
施
設
整
備
に
助
成
し
ま
す
。

館
の
建
設
は
、
そ
の
調
査
費

さ
え
な
い
予
算
で
あ
る
。

　
以
上
、
住
民
の
暮
ら
し
を

守
る
立
場
よ
り
反
対
す
る
。

　
町
税
収
入
は
微
増
を
見
込

ま
れ
る
が
、
民
生
費
の
増
額

に
対
応
す
る
た
め
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
借
入
等
に
頼
ら

ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
、
重
点
施
策
の
各
項

目
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
予
算
編
成
で
あ
る
。
商
品

券
発
行
等
の
継
続
は
、
経
済

対
策
事
業
と
し
て
期
待
で
き

る
。
保
育
園
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

時
間
延
長
等
で
は
、
子
育
て

支
援
等
が
図
ら
れ
て
い
る
。

防
災
体
制
の
充
実
と
基
盤
の

整
備
も
認
め
ら
れ
る
。
住
民

活
動
拠
点
事
業
等
で
は
、
開

か
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
伺
え
る
。
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
に
備
え
る
シ
ス
テ

ム
整
備
等
は
、
健
全
な
ま
ち

づ
く
り
に
備
え
て
い
る
。

　
以
上
、
住
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
予
算
の
執
行

を
願
い
賛
成
す
る
。

全保育園の全保育室に
放課後児童クラブの

賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛
成成成成成成成成成成成成成成成成
討討討討討討討討討討討討討討
論論論論論論論論論論論論

エアコンが６基設置予定の山名保育園

町民一人当たりの支出額 

総務費
30,148円
（11.6％）

民生費
101,661円
（39.1％）

衛生費
23,974円
（9.2％）

農林水産業費
3,565円
（1.4％）

商工費
3,606円
（1.4％）

土木費
28,096円
（10.8％）

消防費
14,952円
（5.8％）

教育費
31,473円
（12.1％）

公債費
17,643円
（6.8％）

その他
485円（0.2％）

議会費
4,049円
（1.6％）

平成26年３月末人口：34,346人

町民
一人当たり
259,652円
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
総
務
部
関
係

　
　
準
備
を
進
め
る
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
メ

リ
ッ
ト
は
。

　
　
社
会
保
障
・
税
関
係
の

行
政
手
続
き
に
係
る
住
民
負

担
の
軽
減
等
が
あ
る
。
法
令

に
従
い
、
個
人
情
報
の
保
護

等
に
留
意
の
上
、
準
備
を
進

め
る
。

　
　
住
民
活
動
を
支
え
る
拠

点
づ
く
り
の
進
め
方
は
。

　
　
住
民
活
動
団
体
に
よ
る

「
検
討
会
」
が
行
わ
れ
、
１

月
に
報
告
会
を
開
催
、
３
月

に
提
言
書
を
提
出
、
平
成
27

年
４
月
に
活
動
セ
ン
タ
ー
開

設
を
目
標
に
「
準
備
会
」
を

開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
今
後
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
予
定
は
。

　
　
現
在
、
５
基
あ
る
。
防

犯
上
の
効
果
は
大
き
い
と
認

識
し
て
い
る
。
必
要
な
箇
所

に
は
、
設
置
を
検
討
す
る
。

　
　
扶
桑
町
交
通
安
全
・
防

犯
の
「
標
語
」
の
募
集
は
。

　
　
毎
年
、
子
ど
も
を
始
め

問答問答問答問答

一
般
募
集
を
行
い
、
標
語
集

を
作
成
し
て
い
る
。
優
秀
な

作
品
は
、
交
通
・
防
犯
推
進

協
議
会
の
総
会
で
表
彰
す
る
。

　
　
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
係
る
平
成
24
・
25
年

度
の
丹
羽
広
域
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
支
弁
方
法
は
適
正

か
。

　
　

丹
羽
広
域
事
務
組
合

（
大
口
町
・
扶
桑
町
）
消
防

の
事
務
と
は
別
の
費
用
と
認

識
し
て
い
る
が
、
精
査
の
上

行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。
本
町

の
議
論
を
丹
羽
広
域
事
務
組

合
へ
強
く
伝
え
る
。

　
教
育
委
員
会
関
係

　
　
柏
森
小
学
校
は
児
童
数

が
８
０
０
人
を
超
え
、
事
務

職
員
の
負
担
が
大
き
い
。
対

応
は
。

　
　
県
の
加
配
基
準
に
達
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
町
内

の
小
中
学
校
で
の
共
同
体
制

づ
く
り
を
研
究
課
題
と
す
る
。

　
　
柏
森
小
学
校
の
プ
ー
ル

ろ
過
器
取
替
え
工
事
と
は
。

　
　
フ
ィ
ル
タ
ー
、
付
属
品
、

タ
ン
ク
を
取
り
替
え
る
。

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
（
※

問答問答問答問

本
紙
18
頁
参
照
）
の
啓
発
活

動
の
進
め
方
は
。　

　
　
実
行
委
員
会
を
組
織
す

る
。
駐
在
員
会
議
等
に
て
説

明
、
広
報
紙
掲
載
、
ポ
ス

タ
ー
掲
示
、
新
聞
等
の
メ

デ
ィ
ア
へ
の
協
力
依
頼
等
を

行
い
周
知
に
努
め
る
。

　
　
斎
藤
学
習
等
供
用
施
設

の
改
修
工
事
内
容
は
。

　
　
外
壁
塗
装
、
屋
上
防
水
、

外
構
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
、
電

気
設
備
等
の
工
事
を
行
う
。

　
　
文
化
会
館
開
館
20
周
年

記
念
事
業
の
内
容
は
。

　
　
住
民
と
役
場
職
員
で
組

織
す
る
実
行
委
員
会
に
て
、

具
体
案
を
出
し
検
討
す
る
。

町
と
し
て
は
、
伝
統
芸
能
、

親
子
で
楽
し
め
る
舞
台
公
演

等
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
　
文
化
会
館
へ
の
指
定
管

理
者
制
度
導
入
の
検
討
は
。

　
　
検
討
委
員
会
に
て
、
経

費
の
削
減
、
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
、
文
化
会
館
の
特
色
、

住
民
活
動
団
体
と
の
関
係
等

を
検
討
し
た
結
果
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
と
住
民
協
働
に
重

き
を
置
き
、
当
面
、
現
行
体

制
が
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
い
る
。

答問答問答問答

委員会　の
　　審　議から

条
例
等
の
主
な

　
　
　
内
容
と
結
果

▼
扶
桑
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
設
置
条
例
の
制
定

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
き
、
扶
桑
町
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設

置
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
ま
す
。

［
賛
成
13
人
反
対
２
人

で
可
決
］

▼
扶
桑
町
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
等
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
扶
桑
町
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
設
置
に
伴
う
改

正
で
す
。

［
賛
成
13
人
反
対
２
人

で
可
決
］

▼
扶
桑
町
児
童
遊
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
宅
地
開
発
に
よ
る
児
童

遊
園
の
帰
属
に
伴
う
改
正

で
す
。［賛

成
全
員
で
可
決
］

▼
扶
桑
町
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

「ここからはじまる！（仮称）町民活動センター開設検討報告会」
（平成26年１月19日（日））
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福
祉
建
設
常
任
委
員
会

　
健
康
福
祉
部
関
係

　
　
一
般
会
計
の
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
操
出
金
を
増

や
し
、
被
保
険
者
の
負
担
軽

減
が
で
き
な
い
か
。

　
　
増
額
は
難
し
い
。
医
療

給
付
費
等
が
増
加
し
て
い
る

が
、
繰
越
金
等
を
精
査
の
上
、

算
段
し
た
予
算
案
で
あ
る
。

　
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
日
常

生
活
に
支
障
が
あ
り
、
在
宅

で
の
調
理
が
困
難
な
方
に
食

事
を
届
け
る
事
業
）
の
状
況

は
。

　
　
安
否
確
認
を
含
め
た
事

業
で
あ
る
。
最
近
は
、
味
覚

の
多
様
化
、
民
間
事
業
者
の

参
入
等
に
よ
り
、
利
用
件
数

が
減
少
し
て
い
る
。

　
　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
育
成
に
つ
い
て
は
。

　
　
平
成
24
年
度
決
算
は
赤

字
、
財
政
資
金
も
目
減
り
し

て
い
る
。
改
善
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
町
か
ら
の
仕
事
発

注
の
努
力
を
続
け
る
。

　
　
平
成
27
年
度
か
ら
、
要

支
援
１
・
２
の
通
所
介
護
・

問答問答問答問

訪
問
介
護
が
介
護
保
険
か
ら

外
さ
れ
る
。
対
応
は
。

　
　
利
用
者
に
影
響
の
な
い

よ
う
に
研
究
を
進
め
る
。

　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
事

業
の
指
導
計
画
は
あ
る
か
。

　
　
し
お
り
の
中
で
、
活
動

内
容
、
指
導
方
針
等
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
全
ク
ラ
ブ

共
通
の
毎
月
行
事
の
策
定
、

打
合
せ
会
、
研
修
会
等
に
て

保
育
の
質
と
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　
産
業
建
設
部
関
係

　
　
中
小
企
業
振
興
条
例
の

策
定
は
。

　
　
町
の
条
例
と
し
て
、
主

旨
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
な

内
容
を
含
む
策
定
は
難
し
い
。

　
　
江
南
丹
羽
環
境
管
理
組

合
（
江
南
市
・
大
口
町
・
扶

桑
町
）
負
担
金
に
、
各
市
町

で
策
定
す
る
「
ご
み
処
理
基

本
計
画
」
を
含
ん
で
い
る
。

こ
の
考
え
方
は
。

　
　
本
計
画
は
、
町
が
主
体

性
を
持
っ
て
策
定
す
べ
き
も

の
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
組

合
へ
の
委
託
は
変
則
的
だ
が
、

広
域
と
の
関
連
性
・
整
合
性

答問答問答問答

の
観
点
よ
り
ご
理
解
を
願
う
。

　
　
街
路
灯
の
設
置
等
の
地

区
要
望
の
施
工
報
告
は
。

　
　
次
回
の
地
区
要
望
の
用

紙
配
布
の
際
、
施
工
済
箇
所

を
報
告
し
て
い
る
。

　
　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
点
検

調
査
は
実
施
し
て
い
る
か
。

　
　
土
木
課
に
て
、
随
時
実

施
し
て
い
る
。

　
　
道
路
占
用
料
（
道
路
を

占
用
し
て
使
用
す
る
場
合
の

使
用
料
）
の
値
上
げ
は
。

　
　
県
の
単
価
を
準
用
し
て

い
る
。
改
正
時
期
は
、
他
市

町
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
木
曽
川
扶
桑
緑
地
公
園

ト
イ
レ
等
整
備
工
事
の
予
定

は
。

　
　
着
工
は
、
河
川
占
用
許

可
の
関
係
上
、
11
月
以
降
と

な
る
。

　
　
鉄
道
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
整
備
推
進
事
業
費
（
扶
桑

駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
４
基
等

を
設
置
）
の
国
・
名
古
屋
鉄

道
・
扶
桑
町
の
負
担
割
合
は
。

　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基

づ
く
実
施
に
よ
り
、
３
分
の

１
ず
つ
と
な
る
。

問答問答問答問答問答

委員会　の
　　審　議から

例
　
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
の
委
員
配
分
に
基

づ
く
改
正
で
す
。

［
賛
成
13
人
反
対
２
人

で
可
決
］

▼
扶
桑
町
非
常
勤
消
防
団
員

に
係
る
退
職
報
償
金
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
消
防
団
員
等
公
務
災
害

補
償
等
責
任
共
済
等
に
関

す
る
法
律
施
行
令
の
一
部

改
正
に
伴
う
改
正
で
す
。

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

▼
丹
羽
広
域
事
務
組
合
規
約

の
変
更

　
小
牧
市
ほ
か
３
市
２
一

部
事
務
組
合
が
共
同
で
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
経

費
の
支
弁
方
法
を
定
め
る

た
め
、
丹
羽
広
域
事
務
組

合
規
約
を
変
更
し
ま
す
。

［
賛
成
13
人
反
対
２
人

で
可
決
］

▼
和
解
及
び
解
決
金
の
額
の

決
定

　
確
定
申
告
書
の
回
送
遅

延
に
係
る
事
案
の
和
解
の

成
立
を
行
う
も
の
で
す
。

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

エレベーター設置工事等が予定される扶桑駅
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国
民
健
康
保
険特

別
会
計　

［
賛
成
13
人
反
対
２
人で

可
決
］

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て

国
民
健
康
保
険
税
現
年
課
税

分
は
、
被
保
険
者
の
所
得
の

増
加
等
に
よ
り
前
年
度
当
初

予
算
対
比
１
・
５
％
の
増
額
、

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
医

療
費
の
伸
び
に
伴
い
保
険
給

付
費
が
９
・
０
％
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
取
得
特
別
会
計

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

　
保
有
財
産
の
維
持
管
理
費

を
主
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業特別

会
計　

［
賛
成
13
人
反
対
２
人で

可
決
］

　
平
成
26
年
４
月
に
柏
森
字

平
塚
、
高
木
字
福
・
稲
葉
、

高
雄
字
福
塚
・
堂
子
地
区
の

公
共
下
水
道
約
６
ha
の
供
用

を
開
始
し
、
順
次
供
用
開
始

区
域
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
ま
た
、
今
後
の
供
用
開
始

区
域
拡
大
に
向
け
て
面
整
備

を
図
る
た
め
、
高
雄
字
下

山
・
薬
師
堂
地
区
を
中
心
に

詳
細
設
計
及
び
地
下
埋
設
管

試
掘
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
工
事
関
係
と
し
て
、
高
雄

字
福
塚
・
犬
堀
地
区
の
幹
線

管
き
ょ
工
事
、
高
木
字
稲
葉

及
び
高
雄
字
福
塚
・
堂
子
・

犬
堀
地
区
の
枝
線
管
き
ょ
工

事
等
を
行
い
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
内
に
つ
い

て
は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備

工
事
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

［
賛
成
全
員
で
可
決
］

　
歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
、

介
護
保
険
料
総
額
は
３
・

２
％
の
増
額
と
な
っ
て
お
り
、

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は

保
険
給
付
費
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
等
諸
費
が
４
・
７
％
の
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な

事
業
と
し
て
、
宅
老
事
業
、

認
知
症
予
防
事
業
等
を
推
進

し
ま
す
。
新
た
な
事
業
と
し

て
は
、
従
来
の
転
倒
予
防
教

平成26年度会計別予算規模（万円未満切捨て）

会 計 名 金　　　額 前 年 度
当初対比

一 般 会 計 89億1800万円 2．7％増

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 152万円 27．3％増

国民健康保険 34億8925万円 4．3％増

公 共 下 水 道 5億9239万円 8．4％増

介 護 保 険 19億4656万円 4．6％増

後期高齢者医療 4億2911万円 11．8％増

国
民
健
康
保
険
な
ど
の
特
別
会
計
予
算

室
と
健
口
教
室
に
、
新
た
に

栄
養
改
善
を
加
え
た
「
運

動
・
栄
養
・
口
腔
の
総
合
教

室
」
に
再
編
し
て
介
護
予
防

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療特別

会
計　

［
賛
成
13
人
反
対
２
人で

可
決
］

　
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険

料
率
が
所
得
割
率
９
・
０
％
、

均
等
割
額
４
万
５
７
６
１
円
、

賦
課
限
度
額
57
万
円
に
改
定
、

被
保
険
者
数
の
増
加
等
に
伴

い
前
年
度
当
初
予
算
対
比

11
・
８
％
の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
請
願
の
結
果

■
安
定
的
な
雇
用
と
公
正
な

処
遇
を
求
め
る
意
見
書
の

採
択
を
求
め
る
請
願
書

［
賛
成
全
員
で
採
択
］

　
※
意
見
書
16
頁
に
掲
載

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
同
意

林　
　
　
隆　
生　
さ
ん

（
柏
森
字
郷
前
在
住
）

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
同
意

　
津　
田　
義　
信　
さ
ん

（
江
南
市
勝
佐
町
若
宮
在
住
）

２
月
臨
時
会
を
開
催

　

２
月
21
日
（
金
）
に
、

臨
時
会
を
開
催
し
、「
第

２
次
健
康
日
本
21
扶
桑
町

計
画
に
つ
い
て
」
の
１
議

案
を
可
決
し
ま
し
た
。
第

１
次
計
画
の
終
了
に
伴
い
、

評
価
及
び
新
た
な
課
題
の

検
討
を
行
い
、
平
成
26
年

度
か
ら
35
年
度
ま
で
を
期

間
と
す
る
計
画
策
定
で
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
、
食

生
活
の
改
善
、
運
動
の
推

進
等
に
よ
り
「
健
康
寿
命

の
延
伸
・
健
康
格
差
の
縮

小
」
の
実
現
を
図
る
重
要

な
計
画
で
す
。

下水道工事（県道一宮犬山線）
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一般質問

　
　
第
２
次
健
康
日
本
21
扶

桑
町
計
画
も
策
定
さ
れ
、
今

後
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
ま
す

ま
す
多
く
利
用
さ
れ
る
と
思

わ
れ
る
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

青
少
年
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

体
力
増
進
の
大
切
な
場
所
で

あ
り
、
ま
た
、
災
害
時
に
は
、

広
域
避
難
場
所
と
し
て
指
定

さ
れ
た
重
要
な
場
所
で
も
あ

る
。
こ
の
出
入
り
口
に
近
い

ト
イ
レ
が
将
来
的
に
改
善
は

可
能
か
。

問

　
　
汲
み
取
り
式
の
旧
式
ト

イ
レ
は
改
善
の
予
定
は
な
い
。

し
か
し
、
衛
生
上
の
点
等
を

検
討
し
て
、
野
球
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
ス
タ
ン
ド
内
の
水
洗
ト

イ
レ
の
洋
式
化
及
び
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
へ
の
改
修
と
汲
み

取
り
式
ト
イ
レ
の
取
り
壊
し

を
併
せ
て
、
今
後
検
討
す
る
。

屋
外
ト
イ
レ
の
改
善
は

　
　
設
置
以
来
、
42
年
間
使

用
し
て
い
る
屋
外
ト
イ
レ
を

答問

水
洗
式
に
改
善
で
き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

使
用
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ
は

昭
和
47
年
に
設
置
の
汲
み
取

り
式
で
あ
る
。

　

現
状
、
男
子
ト
イ
レ
は
、

小
便
器
５
器
、
和
式
大
便
器

１
器
、
女
子
ト
イ
レ
は
、
和

式
大
便
器
３
器
の
設
置
と

な
っ
て
い
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
は
、
平

成
３
年
に
建
て
ら
れ
た
野
球

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
の

答

１
塁
側
と
３
塁
側
に
、
そ
れ

ぞ
れ
水
洗
式
の
ト
イ
レ
が
あ

る
。
男
子
ト
イ
レ
は
、
小
便

器
２
器
、
和
式
大
便
器
１
器
、

女
子
ト
イ
レ
は
、
和
式
大
便

器
２
器
が
あ
る
。
ま
た
、
１

塁
側
に
は
、
身
体
障
害
者
用

洋
式
便
器
１
器
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
防
犯
上

施
錠
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
の
際
は
鍵

を
貸
し
出
し
て
、
こ
の
ト
イ

レ
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
。

桑政クラブ

渡邉幸子　議員

水洗トイレの洋式化と
バリアフリー化を検討

答

扶桑町総合グラウンドの
トイレ整備について

総合グラウンドの屋外トイレ（汲み取り式）

野球バックネットスタンド（水洗式トイレがあります。）
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一般質問

学
校
や
地
域
に
お
け
る
防
災

教
育
に
つ
い
て

　
　
大
規
模
災
害
時
に
お
い

て
行
政
も
同
じ
よ
う
に
被
災

し
、
充
分
な
対
応
が
で
き
な

く
な
っ
た
時
に
力
を
発
揮
で

き
る
の
が
地
域
の
自
主
防
災

組
織
だ
と
思
う
が
、
組
織
が

十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
日
頃
か
ら
ど
の

よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
か
、

現
状
把
握
を
し
て
い
る
か
。

　
　
個
々
の
自
主
防
災
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
全

32
地
区
の
内
10
地
区
が
丹
羽

消
防
署
の
協
力
を
得
て
、
消

火
訓
練
や
人
工
呼
吸
、
応
急

手
当
な
ど
の
訓
練
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
花
立
地
区
の

よ
う
に
独
自
で
訓
練
を
行
っ

て
い
る
事
例
も
あ
る
。
防
災

訓
練
の
各
種
訓
練
に
も
参
加

し
て
頂
い
て
い
る
。
今
後
は
、

扶
桑
町
自
主
防
災
組
織
訓
練

実
施
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
と

し
た
訓
練
の
実
施
を
丹
羽
消

防
署
と
も
協
力
し
て
指
導
し

て
い
く
。

　
　
自
主
防
災
組
織
を
う
ま

く
機
能
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

問答問

災
害
時
の
情
報
伝
達
や
避
難

所
誘
導
、
救
出
等
の
諸
活
動

に
対
し
て
、
誰
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
な

ど
、
具
体
的
な
行
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
今
後
、
消
防
庁
が
作
成

し
て
い
る
自
主
防
災
組
織
の

手
引
き
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
作
成
に
向
け
た
検
討
を

し
て
い
く
。

　
　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、

や
は
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
、

育
成
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
防
災
カ
レ
ッ
ジ
に
多
く

の
方
が
参
加
し
て
頂
け
る
よ

う
に
自
主
防
災
会
へ
の
依
頼
、

住
民
へ
の
周
知
を
行
い
、
育

成
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
学
校
で
の
防
災
教
育
の

現
状
は
。

　
　
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
、
防
災
担
当
の
先
生

を
中
心
に
避
難
訓
練
、
学
校

行
事
の
際
や
学
級
活
動
時
に

教
育
を
し
て
い
る
。
そ
の
他

「
防
災
教
育
は
い
の
ち
の
教

育
」
と
い
う
視
点
で
、
各
教

答問答問答

科
に
お
い
て
様
々
な
場
面
で

教
育
を
し
て
い
る
。

　
　
日
頃
か
ら
防
災
を
意
識

し
て
、
地
域
や
学
校
、
行
政

が
連
携
し
な
が
ら
様
々
な
行

事
と
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
た
啓

発
活
動
が
で
き
な
い
か
。

　
　
日
頃
か
ら
地
域
や
地
区

で
行
っ
て
い
る
行
事
に
お
け

る
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
訓

練
な
ど
の
実
施
、
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
や
図
上
訓
練
を
行

う
時
に
は
町
職
員
、
消
防
職

員
の
参
加
、
小
中
学
校
に
お

け
る
防
災
訓
練
の
充
実
な
ど
、

防
災
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
啓
発
活
動
が
で
き
る

よ
う
検
討
す
る
。

問答

小
中
学
校
に
お
け
る
が
ん
教

育
の
推
進
に
つ
い
て

　
　
日
本
は
国
民
の
２
人
に

１
人
が
が
ん
に
か
か
り
、
３

人
に
１
人
が
が
ん
で
亡
く
な

る
。
ま
た
、
本
町
で
も
死
亡

原
因
の
第
１
位
と
い
う
こ
と

を
踏
ま
え
、
が
ん
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、

日
頃
か
ら
が
ん
を
防
ぐ
生
活

習
慣
に
心
掛
け
る
よ
う
に
、

教
育
現
場
で
も
し
っ
か
り
が

ん
教
育
に
取
り
組
む
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
が
ん
教
育
と
明
示
し
た

教
育
活
動
は
行
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、
保
健
体
育
で
は
、

喫
煙
の
習
慣
が
、
が
ん
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、

家
庭
科
で
は
、
規
則
正
し
い

生
活
や
食
生
活
が
生
活
習
慣

病
や
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
を
教

え
て
い
る
。
健
康
教
育
全
般

を
学
習
す
る
こ
と
が
、
が
ん

予
防
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く

も
の
と
考
え
る
。

問答

公明党

佐藤智恵子　議員

扶桑町自主防災訓練マニュアルを
参考とした訓練を指導していく

答

自主防災組織の強化について

簡単な手当てを学ぶ（山名小学校）
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一般質問

　
　
災
害
発
生
時
に
、
職
員

の
行
動
基
準
や
初
期
の
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
必
要
。
災
害

時
は
、
非
常
時
で
、
職
員
も

対
応
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。

愛
知
県
に
合
わ
せ
た
本
町
の

見
直
し
進
捗
状
況
は
。

　
　
愛
知
県
の
被
害
想
定
見

直
し
が
、
平
成
26
年
５
〜
６

月
頃
の
予
定
で
、
そ
れ
を
受

け
総
括
的
な
表
記
で
は
な
く
、

具
体
的
に
何
を
す
る
か
が
大

事
で
、
本
町
も
職
員
自
身
の

被
害
も
想
定
し
た
行
動
基
準

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
に
向
け
検

討
す
る
。

問答

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
整
備
は

　
　
居
住
地
域
情
報
が
あ
る

実
質
活
用
で
き
る
マ
ッ
プ
が

要
る
の
で
は
。

　
　
避
難
所
マ
ッ
プ
を
作
成

す
る
の
で
、
地
域
で
活
用
を

お
願
い
し
た
い
。

情
報
発
信
だ
け
で
な
く
情
報

収
集
も
重
要

　
　
瞬
時
で
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
な
現
場
住
民
か
ら
の
「
情

報
収
集
」
が
一
番
。
安
全
に

か
つ
確
か
な
情
報
収
集
が
必

要
。
シ
ス
テ
ム
の
検
討
の
必

要
が
あ
る
の
で
は
。
平
常
時

か
ら
費
用
も
か
か
ら
な
い

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
等
、
時
代

に
あ
っ
た
活
用
も
考
え
て
は
。

　
　
現
状
は
、
職
員
が
現
場

に
出
向
い
て
情
報
収
集
し
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
災

害
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、

で
き
る
こ
と
を
研
究
す
る
。

住
民
自
ら
の
防
災
訓
練
と

「
黄
色
い
布
」
の
配
布
を

　
　
本
町
の
総
合
防
災
訓
練

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
災
害

が
発
生
し
た
際
の
初
期
消
火

問答問答問

活
動
、
被
災
者
の
救
出
、
情

報
収
集
な
ど
、
地
域
の
力
が

重
要
。
住
民
を
巻
き
込
ん
だ

身
近
な
訓
練
が
必
要
で
は
。

地
域
の
安
否
確
認
に
『
黄
色

い
布
』
を
配
布
し
て
い
る
地

域
が
あ
る
。
検
討
し
て
み
て

は
。

　
　
従
来
か
ら
の
消
火
訓
練

だ
け
で
な
く
、
住
民
参
加
型

の
訓
練
内
容
に
努
め
る
。

『
黄
色
い
布
』
は
、
安
否
確

認
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
た
。

災
害
発
生
時
に
お
い
て
ス

ピ
ー
ド
は
大
事
。
今
後
、
他

の
策
と
共
に
研
究
し
て
い
く
。

　
　
県
民
総
ぐ
る
み
防
災
訓

練
の
一
つ
で
、
誰
で
も
ど
こ

で
も
手
軽
に
参
加
で
き
る

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
参

加
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
防
災
意
識
の
高
揚
に
も

な
る
。
是
非
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

県
立
丹
羽
高
校
の
耐
震
化

　
　
見
通
し
は
あ
る
か
。

　
　
愛
知
県
か
ら
の
情
報
で

は
、
本
館
は
平
成
26
年
度
の

設
計
、
平
成
27
年
度
に
耐
震

答問答問答

改
修
工
事
予
定
と
の
こ
と
。

住
民
活
動
拠
点
整
備
は

　
　
見
通
し
と
町
の
役
割
は
。

　
　
住
民
と
行
政
が
果
た
す

役
割
と
責
任
を
自
覚
し
て
、

対
等
な
立
場
で
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。
今
後
、

町
は
人
材
育
成
に
努
め
、
住

民
が
利
用
し
や
す
い
拠
点
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
。

　
　
住
民
活
動
団
体
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
違
い
は
。

　
　
住
民
活
動
団
体
は
、
住

民
が
自
主
的
、
自
立
的
及
び

継
続
的
に
行
う
営
利
を
目
的

と
せ
ず
、
よ
り
公
益
性
が
高

い
活
動
団
体
を
い
う
。

住
民
活
動
団
体
の
現
状
は

　
　
本
町
で
、
一
番
長
い
間

貢
献
し
て
き
た
『
ふ
そ
う
文

化
夢
応
援
団
』
が
解
散
予
定

と
聞
い
た
が
ど
う
か
。

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
解
散
す

る
予
定
の
話
は
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
迄
も
長
く
貢
献
し
て
頂

い
た
。
今
後
も
活
動
の
継
続

を
お
願
い
し
た
い
。

問答問答問答

民主党

矢嶋惠美　議員

行動基準マニュアル作成に向け
検討していく

答

災害初動対応マニュアルの整備を

訓練中の各地区自主防災会
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一般質問

　
　
「
ふ
そ
う
テ
イ
ク
テ
ン
」

の
目
的
は
。

　
　
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」

で
町
民
主
役
の
健
康
づ
く
り

「
い
つ
ま
で
も
、
健
康
で
、

長
生
き
を
」
を
願
う
も
の
で

あ
る
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
。

　
　
食
と
運
動
に
あ
る
。
食

は
、
１
日
に「
10
の
食
品
群
」、

肉
・
魚
・
卵
・
牛
乳
・
大
豆
・

海
藻
・
芋
・
果
物
・
油
・
緑

黄
色
野
菜
を
食
べ
る
。
加
え

て
、
運
動
を
実
施
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　
　
食
と
運
動
の
啓
発
方
法

は
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」の「
10

の
食
品
群
」
の
お
知
ら
せ
は
、

広
報
紙
の
見
開
版
で
掲
載
す

る
の
で
、
各
家
庭
で
掲
示
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」の「
10

の
食
品
群
」
の
主
眼
は
。

　
　
「
10
の
食
品
群
」
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
偏
食

や
過
食
を
改
め
る
食
習
慣
を

作
る
こ
と
に
あ
る
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」
の
運

問答問答問答問答問

動
と
は
。

　
　
１
日
10
分
間
の
運
動
を

２
〜
３
回
行
う
こ
と
で
、
健

康
づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
で

あ
る
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」
の
運

動
の
啓
発
・
指
導
は
、
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
に
「
テ
イ
ク

テ
ン
」
教
室
を
平
成
18
年
度

よ
り
実
施
し
、
平
成
24
年
度

は
延
べ
３
回
で
39
名
の
方
に

参
加
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
は
、
健
康
づ
く
り
を

地
域
か
ら
意
識
し
た
取
り
組

み
と
す
る
た
め
に
、
健
康
づ

く
り
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
を
検

討
す
る
。

　
　
健
康
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

と
は
、
ど
の
よ
う
な
方
か
。

　
　

愛
知
県
健
康
づ
く
り

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
研
修

会
に
自
主
参
加
し
て
、
登
録

さ
れ
た
方
で
あ
る
。
現
在
、

本
町
に
健
康
づ
く
り
リ
ー

ダ
ー
は
、
３
名
い
る
。

　
　
「
テ
イ
ク
テ
ン
」
の
運

動
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

あ
る
か
。

　
　
５
月
28
日
開
催
の
チ
ャ

答問答問答問答

レ
ン
ジ
デ
ー
（
※
本
紙
18
頁

参
照
）
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
す
る
。
ま
た
、
継
続

し
た
健
康
づ
く
り
に
健
康
マ

イ
レ
ー
ジ
（
ポ
イ
ン
ト
カ
ー

ド
）
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健

康
づ
く
り
の
意
識
改
革
の
方

法
と
し
て
、
初
め
は
、
官
公

庁
等
の
建
物
の
各
階
段
口
に

「
あ
な
た
の
健
康
の
た
め
、

階
段
を
使
い
ま
し
ょ
う
。」

問

と
表
示
で
き
な
い
か
。

　
　
施
設
管
理
者
等
と
協
議

し
て
対
応
す
る
。

　
　
健
康
寿
命
の
延
伸
が
町

民
の
最
大
の
幸
せ
と
考
え
る

町
長
に
、「
健
康
づ
く
り
計

画
」
の
進
め
方
等
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

　
　
町
民
の
幸
せ
は
健
康
に

あ
る
。
町
民
一
人
ひ
と
り
の

健
康
意
識
づ
く
り
の
た
め
、

行
政
と
し
て
支
援
を
行
う
。

答問答

健康意識づくりに行政も支援する答

健康づくり・テイクテンの
進め方は

桑政クラブ

市橋 機　議員

あなたの健康のため、階段を使いましょう。（扶桑町役場）
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一般質問

　
　
通
学
路
の
車
両
規
制
と

標
示
見
直
し
の
考
え
は
。

　
　
進
入
禁
止
や
通
行
許
可

に
つ
い
て
は
、
法
律
的
に
車

両
を
抑
制
す
る
有
効
な
方
法

で
あ
る
が
、
一
方
で
規
制
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
周
辺
住

民
の
車
両
通
行
の
利
便
性
が

損
な
わ
れ
た
り
、
通
行
許
可

申
請
の
手
間
が
増
え
た
り
と

日
常
生
活
に
影
響
が
及
ぶ
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
本
町
と

し
て
は
、
児
童
生
徒
の
交
通

安
全
対
策
は
最
優
先
で
考
え

て
い
る
が
、
安
全
性
と
利
便

性
を
ど
の
よ
う
に
両
立
さ
せ

る
か
が
規
制
を
行
う
上
で
の

課
題
で
あ
る
。
警
察
へ
の
要

望
の
際
に
は
、
学
校
や
地
域

の
方
々
の
理
解
、
承
諾
を
得

問答

た
上
で
提
出
し
て
い
る
。
こ

の
通
学
路
全
体
の
通
行
規
制

の
実
現
は
難
し
い
こ
と
で
あ

る
が
、
注
意
看
板
に
よ
る
啓

発
の
ほ
か
、
通
学
路
標
識
の

新
設
や
通
学
路
な
ど
の
交
通

安
全
対
策
を
関
係
機
関
と
協

議
し
、
適
宜
対
応
す
る
。

通
学
路
の
街
路
灯
に
つ
い
て

　
　
通
学
路
の
街
路
灯
の
設

置
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
町
内
の
街
路
灯
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向

け
、
交
通
安
全
・
防
犯
の
観

点
か
ら
、
高
齢
者
や
子
ど
も

な
ど
を
始
め
と
す
る
交
通
弱

者
に
対
す
る
交
通
事
故
の
発

生
抑
制
を
目
的
と
し
て
、
平

問答

成
25
年
度
末
現
在
で
約
２
３

０
０
基
の
街
路
灯
を
設
置
。

平
成
29
年
の
目
標
値
の
２
３

５
０
基
に
対
し
て
は
、
97
・

９
％
の
整
備
率
に
な
る
。
通

学
路
に
お
け
る
街
路
灯
の
整

備
と
増
設
は
、
地
元
要
望
や

地
域
住
民
か
ら
の
要
望
を
聞

い
て
、
周
辺
の
街
路
灯
設
置

状
況
や
交
通
事
情
・
危
険
性

な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
て

設
置
場
所
を
選
定
し
、
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の

配
布
に
つ
い
て

　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ

ン
の
配
布
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　
町
内
小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
場
の
先
生
方
の
声
を
十
分

聞
き
な
が
ら
、
本
年
度
更
新

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
町

は
、
近
隣
の
市
町
の
中
で
も

先
進
的
な
環
境
を
取
り
入
れ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
環
境
を
十
分

生
か
し
て
、
よ
り
分
か
り
や

問答

す
い
授
業
の
実
施
、
そ
し
て

児
童
生
徒
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
能

力
を
伸
ば
し
た
い
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
導
入

に
つ
い
て
は
、
各
地
で
先
進

的
な
取
組
み
は
承
知
し
て
い

る
。
し
か
し
、
ま
だ
本
当
に

効
果
的
で
あ
る
か
、
有
効
で

活
用
し
や
す
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
、

ま
だ
ま
だ
未
知
数
の
部
分
も

あ
る
。
機
器
の
利
用
自
体
が

目
標
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
一

つ
の
手
段
で
あ
る
。
今
後
も

先
進
的
な
情
報
を
よ
く
検
討

し
て
い
く
。

部
活
動
、
早
朝
練
習
に
つ
い

て
　
　
部
活
動
、
早
朝
練
習
の

対
応
の
考
え
は
。

　
　
部
活
動
の
練
習
時
間
が

長
い
長
野
県
の
事
例
は
、
特

異
と
思
う
。
本
町
は
、
中
学

校
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に

基
づ
い
て
実
施
し
て
い
る
。

早
朝
練
習
に
関
し
て
、
何
ら

か
の
規
制
を
し
て
い
く
考
え

は
な
い
。

問答

桑政クラブ

新井三郎　議員

児童生徒の安全が最優先、
事案ごとに適宜対応する

答

通学路の安全整備について

山名小学校の通学路
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公
共
施
設
へ
の
太
陽
光

発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
は
、
で

き
な
い
か
。

　
　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の

設
置
は
、
建
築
物
の
構
造
計

算
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
る
が
、

今
後
、
体
育
館
の
屋
根
改
修

に
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
学
校
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
環
境
教
育
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
小
中
学
校
の
授

業
の
中
で
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
太
陽
光
発
電
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
変
換
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
い
る
。
体
育
館
の
屋

根
改
修
の
実
施
時
に
、
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
発
電
事
業
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
、
畑
の
中
へ
の
太

陽
光
発
電
パ
ネ
ル
設
置
に
対

し
て
の
補
助
金
の
考
え
は
。

　
　
固
定
価
格
買
取
制
度
の

趣
旨
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
事

業
者
へ
の
補
助
は
考
え
て
い

な
い
。

　
　
地
区
要
望
の
対
応
状
況

問答問答問答問

に
つ
い
て
、
整
備
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
平
成
24
年
度
実
績
と
平

成
25
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

側
溝
新
設
１
７
３
８
ｍ
に
て

23
・
６
％
、
側
溝
修
繕
１
８

９
２
ｍ
に
て
34
・
２
％
、
舗

装
整
備
１
２
５
３
ｍ
に
て

39
・
２
％
の
整
備
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
　
優
先
順
位
の
基
準
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
か
。

　
　
地
区
要
望
書
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
現
地
確
認
を
行

い
、
緊
急
性
を
要
す
る
工
事

は
優
先
し
て
施
工
し
て
い
る
。

答問答

　
　
要
望
に
対
し
て
の
地
域

へ
の
回
答
は
。

　
　
各
地
区
内
の
工
事
発
注

時
に
、
区
長
、
駐
在
員
代
表

及
び
駐
在
員
に
、
工
事
の
お

知
ら
せ
を
実
施
し
て
い
る
。

青
木
川
に
つ
い
て

　
　
青
木
川
沿
い
の
市
街
化

区
域
の
建
築
規
制
に
つ
い
て
、

何
ら
か
の
手
立
て
が
で
き
な

い
か
。

　
　
河
川
整
備
計
画
に
あ
る

前
利
神
社
ま
で
は
、
河
川
法

等
の
法
規
制
で
建
築
を
規
制

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　

用
地
の
先
行
取
得
等
、

問答問答問

河
川
用
地
の
獲
得
へ
の
考
え

は
。

　
　

愛
知
県
か
ら
、「
用
地

取
得
に
つ
い
て
は
、
河
川
改

修
に
対
す
る
用
地
買
収
地
が

明
確
と
な
る
事
業
化
が
さ
れ

な
い
と
取
得
で
き
な
い
。」

と
聞
い
て
い
る
。

　
　
青
木
川
沿
い
の
管
理
道

に
草
が
生
え
、
通
行
に
支
障

が
生
じ
て
い
る
。
草
が
生
え

な
い
よ
う
な
対
策
は
で
き
な

い
か
。

　
　
青
木
川
沿
い
の
管
理
道

の
草
刈
り
等
の
維
持
管
理
は
、

愛
知
県
が
実
施
し
て
い
る
。

今
後
も
愛
知
県
に
対
し
て
、

草
刈
り
及
び
修
繕
等
の
整
備

を
お
願
い
し
て
い
く
。

　
　
カ
ル
コ
ス
よ
り
上
流
部

分
の
改
修
計
画
を
早
く
示
す

よ
う
に
、
愛
知
県
に
対
し
て

強
く
働
き
か
け
を
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
　
現
在
は
、
事
業
計
画
と

し
て
、
住
民
に
お
示
し
で
き

る
も
の
は
な
い
。
愛
知
県
に
、

事
業
計
画
を
示
し
て
も
ら
え

る
よ
う
に
お
願
い
し
て
い
く
。

答問答問答

桑政クラブ

近藤五四生　議員

体育館の屋根改修に併せて検討する答

公共施設に太陽光発電の設置を

学校給食共同調理場の太陽光発電パネル
調理等に電力を提供！
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介
護
保
険
制
度
の
改
悪
で
は

　
　
介
護
保
険
は
強
制
加
入

の
公
的
保
険
制
度
で
、
40
歳

か
ら
保
険
料
を
納
め
、
65
歳

か
ら
認
定
を
受
け
れ
ば
１
割

の
自
己
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
が

使
え
る
仕
組
み
で
あ
る
。
安

倍
政
権
の
介
護
保
険
改
悪
は
、

国
の
公
的
責
任
を
放
棄
す
る

も
の
だ
。
軽
度
の
方
、
要
支

援
の
方
の
介
護
外
し
で
は
な

い
か
。

　
　
今
国
会
で
医
療
・
介
護

総
合
推
進
法
案
が
審
議
中
で

あ
る
。
地
域
支
援
事
業
の
見

直
し
に
合
わ
せ
た
予
防
給
付

の
う
ち
、
訪
問
介
護
・
通
所

介
護
を
地
域
支
援
事
業
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

民
間
企
業
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
多
様
な
事
業
主
体
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
元

気
な
高
齢
者
の
活
躍
の
場
を

つ
く
る
狙
い
も
あ
る
。
本
町

で
は
地
域
支
援
事
業
と
し
て

実
施
に
当
た
り
、
著
し
い

サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い

よ
う
に
す
る
。

問答

扶
桑
町
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通

は
　
　
「
地
域
の
特
性
を
生
か

し
て
公
共
交
通
政
策
を
展
開

し
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る

方
な
ど
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
の
確
保
が
大
切
と
の
認

識
。」と
以
前
に
答
弁
が
あ
っ

た
が
、
い
つ
ま
で
も
検
討
課

題
で
は
な
く
実
際
に
導
入
の

検
討
は
し
て
い
る
の
か
。

　
　
現
段
階
で
は
タ
ク
シ
ー

助
成
券
が
最
適
だ
と
思
っ
て

い
る
が
、
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
中
、
高
齢
者
・
障
害
の

あ
る
方
の
交
通
手
段
は
大
切

問答

で
あ
る
。
地
域
交
通
に
つ
い

て
は
、
小
牧
市
・
岩
倉
市
の

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て
、

実
証
実
験
の
結
果
に
注
目
し
、

今
後
研
究
し
た
い
。

　
　
高
齢
者
の
意
見
調
査
も

し
て
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
の
確
立
、
移
動
手
段
の
確

保
が
重
要
で
あ
る
。
本
町
に

ふ
さ
わ
し
い
交
通
は
。

　
　
現
在
、
ま
さ
に
そ
れ
を

精
査
研
究
し
て
い
る
。
小
牧

市
・
岩
倉
市
の
状
況
を
見
な

が
ら
、
本
町
の
状
況
も
見
な

が
ら
、
ど
う
い
っ
た
も
の
が

よ
い
の
か
見
極
め
た
い
。

問答

新
愛
岐
大
橋
の
建
設
計
画
は

　
　

町
長
は
以
前
、「
道
路

は
豊
か
な
住
民
生
活
、
良
好

な
都
市
環
境
を
も
た
ら
し
、

都
市
型
社
会
の
実
現
を
果
た

す
最
も
重
要
な
基
盤
。」
と

答
弁
し
て
い
る
。
本
当
に
そ

う
し
た
こ
と
を
保
障
で
き
る

の
か
。
町
長
は
、
愛
岐
大
橋

の
長
寿
命
化
、
渋
滞
緩
和
も

言
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
橋

が
で
き
て
豊
か
な
住
民
生
活

や
都
市
環
境
の
創
造
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

交
通
網
は
、
岐
阜
県
・

愛
知
県
相
互
の
経
済
的
な
交

流
、
文
化
的
な
交
流
、
震
災

対
処
等
の
役
割
を
果
た
す
も

の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
構

想
し
、
き
ち
ん
と
意
見
を
受

け
止
め
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

今
後
と
も
そ
う
い
う
目
的
が

達
成
で
き
る
よ
う
に
や
っ
て

い
く
。
そ
の
目
的
達
成
の
た

め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
意

見
を
真
摯
に
誠
意
を
持
っ
て

受
け
止
め
て
対
応
し
、
全
体

と
し
て
地
域
も
含
め
、
よ
り

良
い
方
向
に
社
会
が
進
む
よ

う
追
求
す
る
。

問答

日本共産党

髙木義道　議員

サービスが低下しないようにする答

介護保険制度の改悪で、
要支援者はどうなる

犬山市コミュニティバス（地域の公共交通）
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民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
活
動
に
は
、
７
つ
の
は
た

ら
き
「
社
会
調
査
・
相
談
・

情
報
提
供
・
連
絡
通
報
・
調

整
・
生
活
支
援
・
意
見
具

申
」
が
あ
る
と
示
さ
れ
て
い

る
が
、
主
な
業
務
は
。

　
　
基
本
的
に
は
「
７
つ
の

は
た
ら
き
」。
こ
れ
だ
け
で

も
崇
高
な
重
い
使
命
を
担
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
し

て
い
る
。

　
　
担
当
区
域
別
の
近
隣
市

町
と
本
町
の
状
況
及
び
見
解

は
。

　
　
市
の
平
均
は
、
概
ね
２

７
０
世
帯
か
ら
３
０
０
世
帯
。

町
は
、
概
ね
２
７
０
世
帯
。

本
町
の
状
況
は
、
約
３
５
０

世
帯
。
過
去
か
ら
の
経
緯
の

積
み
重
ね
か
ら
、
現
状
に
至 

っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
業
務
量
、
状
況
変
化
等

の
把
握
の
現
状
は
。

　
　

高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
、

徘
徊
者
の
捜
索
、
高
齢
世
帯

台
帳
の
整
理
な
ど
多
彩
。
相

談
件
数
は
、
年
間
約
１
９
０

０
件
。
訪
問
等
を
合
わ
せ
た

年
間
の
活
動
件
数
は
、
約
５

問答問答問答

０
０
０
件
。
一
人
当
た
り
、

年
間
約
１
３
０
件
の
活
動
。

　
　
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
公
職
者
に
、
十
分
な

情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
。

個
人
情
報
の
提
供
状
況
と
情

報
提
供
に
対
す
る
見
解
は
。

　
　
町
が
依
頼
す
る
場
合
や

活
動
に
必
要
と
す
る
場
合
に
、

必
要
な
範
囲
の
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
行
政
機
関
、
施
設
・
団
体

間
の
情
報
共
有
を
強
化
す
る

考
え
は
。

　
　
情
報
を
共
有
し
、
適
切

に
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
大

変
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
を
広
く
住
民
に
知
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
。
活

動
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

図
れ
な
い
か
。

　
　
支
援
の
充
実
は
大
切
な

こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
広
報
に
よ
る
充
実
を

よ
り
一
層
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
１
期
３
年
に
相
当
す
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、

問答問答問答問

表
彰
制
度
が
な
い
。
町
長
か

ら
の
感
謝
状
制
度
を
創
設
で

き
な
い
か
。

　
　
他
の
功
績
者
と
不
均
衡

が
生
ず
る
た
め
、
難
し
い
。

　
　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

を
円
滑
に
進
め
る
に
は
、
地

域
と
の
連
携
が
不
可
欠
。
自

治
会
・
町
内
会
活
動
の
活
性

化
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を
実
施
で

き
な
い
か
。

　
　
大
変
重
要
な
施
策
と
認

識
し
て
い
る
。
今
後
、
方
策

答問答

を
研
究
し
、
実
施
し
た
い
。

　
　
町
内
会
・
自
治
会
な
ど

の
地
域
の
力
を
活
用
す
る
の

が
よ
い
と
思
う
。
委
員
を
補

助
す
る
福
祉
委
員
制
度
を
構

築
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
法

令
上
の
問
題
は
生
じ
な
い
か
。

　
　
地
域
活
動
に
対
す
る
協

力
者
が
増
え
れ
ば
、
住
民
と

地
域
が
つ
な
が
る
機
会
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
る
。
今
後

は
、
法
令
上
も
含
め
て
、
先

進
事
例
も
研
究
し
た
い
。

問答

桑政クラブ

梅村治男　議員

基本的には、７つのはたらき
崇高な重い使命を担う

答

民生委員・児童委員の主な業務は

「自殺予防街頭啓発キャンペーン」
（３月５日イオンモール扶桑）
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一般質問

　
　

２
市
２
町
の
ご
み
処
理

広
域
化
実
施
計
画
は
、
広
域

化
あ
り
き
の
ご
み
減
量
を
考

え
な
い
、
過
大
な
施
設
な
ど

ズ
サ
ン
な
計
画
。
ご
み
処
理

の
原
則
は
、
自
分
の
町
の
ご

み
は
自
分
の
町
で
処
理
す
る

自
区
内
処
理
。
広
域
化
は
建

設
費
、
維
持
費
な
ど
が
安
く

な
る
と
い
う
が
、
自
区
内
処

理
を
検
討
し
た
か
。

　
　

単
独
（
自
区
内
処
理
）

の
試
算
は
し
て
い
な
い
。

補
助
金
目
当
て
の
地
域
計
画

　
　
循
環
型
社
会
形
成
推
進

地
域
計
画
策
定
の
目
的
は
、

補
助
金
目
当
て
で
は
な
い
か
。

問答問

　
　
循
環
型
社
会
形
成
推
進

交
付
金
申
請
の
た
め
。

環
境
管
理
組
合
は
ご
み
処
理

基
本
計
画
は
作
れ
な
い

　
　
こ
の
地
域
計
画
策
定
の

た
め
、
江
南
丹
羽
環
境
管
理

組
合
で
扶
桑
町
、
江
南
市
、

大
口
町
の
ご
み
処
理
基
本
計

画
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
規
約
で
は
、
環
境

管
理
組
合
の
共
同
処
理
の
事

務
で
は
な
い
。
各
市
町
の
事

務
で
あ
っ
て
、
環
境
管
理
組

合
で
は
作
れ
な
い
が
。

　
　
規
約
を
十
分
理
解
し
て

い
な
か
っ
た
。
勉
強
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

答問答

不
公
正
な
ア
ン
ケ
ー
ト
で
地

元
同
意
と
言
え
る
の
か

　
　
江
南
市
中
般
若
北
浦
地

区
を
新
ご
み
処
理
施
設
の
候

補
地
と
し
、
地
元
同
意
を
得

る
た
め
に
、
住
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
江
南

市
の
一
方
的
な
チ
ラ
シ
を
添

付
し
、「
賛
同
」「
条
件
付
き

賛
同
」「
反
対
」
の
い
ず
れ

か
に
○
を
す
る
も
の
で
、
常

識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
不

公
平
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
江
南
市
中
般
若
地
区

で
は
、
賛
同
14
、
反
対
49
、

条
件
付
き
賛
同
54
で
あ
っ
た
。

こ
の
条
件
付
き
賛
同
の
中
に

は
、
明
ら
か
に
反
対
と
と
れ

る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
賛

同
に
加
え
る
不
当
な
も
の
で
、

こ
れ
で
地
元
同
意
が
得
ら
れ

た
と
思
う
の
か
。

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
は

地
元
が
決
め
た
こ
と
。
地
元

は
２
月
11
日
に
同
意
書
を
出

し
た
。
地
元
の
方
で
判
断
し
、

決
め
た
。

問答

児
童
館
建
設
を
進
め
よ

　
　
住
民
か
ら
請
願
書
が
提

出
さ
れ
、
議
会
と
し
て
も
そ

の
必
要
性
を
認
め
、
趣
旨
採

択
し
た
。
児
童
館
建
設
の
検

討
も
し
て
い
な
い
の
は
、
議

会
軽
視
だ
。
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
定
員
か
ら
も
児
童
館

建
設
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
今
後
、
児
童
館
の
方
向

性
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　
　
財
政
的
に
も
検
討
す
る

と
議
会
で
答
弁
し
て
き
た
が
、

検
討
し
た
の
か
。

　
　
理
想
的
な
計
画
で
は
５

つ
ぐ
ら
い
は
必
要
。
各
小
学

校
１
つ
（
計
４
カ
所
）
と
中

心
的
な
大
き
な
も
の
１
つ
は

必
要
だ
と
検
討
し
て
い
る
。

臨
時
職
員
の
対
応
は

　
　
臨
時
職
員
は
昇
級
も
期

末
手
当
も
な
く
、
正
職
員
と

の
格
差
が
あ
る
。
地
方
公
務

員
法
違
反
の
是
正
は
。

　
　
影
響
も
大
き
い
の
で
慎

重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答問答問答

日本共産党

小林　明　議員

実施計画で自区内処理の試算は
していない

答

ごみ処理実施計画は撤回し、
見直しを

江南丹羽環境管理組合
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安定的な雇用と公正な処遇を求める意見書
　わが国は、働く者のうち約９割が雇用関係の下で働く「雇用社会」です。この「雇用社会日本」の主人公
である雇用労働者が、安定的な雇用と公正な処遇の下で安心して働くことができる環境を整備することが、
デフレからの脱却、ひいては日本経済・社会の持続的な成長のために必要です。
　いま、「成長戦略」の名の下に「解雇の金銭解決制度」や「ホワイトカラー・イグゼンプション」の導入、
解雇しやすい正社員を増やす懸念のある「限定正社員」の普及、労働者保護の後退を招くおそれのある労働
者派遣法の見直しなどといった、労働者を保護するルールの後退が懸念される議論がなされています。
　しかしながら、地方の現状を鑑みると、働く者の犠牲の上に描く成長戦略は、むしろ政府が掲げる「経済
の好循環」につながるものではありません。
　また、雇用・労働政策は、国際標準であるＩLＯの三者構成原則に基づき、労働政策審議会において議論
すべきものと考えます。
　こうした現状に鑑み、本議会は、政府に対して、下記の事項を強く要望します。

記
１． 不当な解雇として裁判で勝訴しても企業が金銭さえ払えば職場復帰の道が閉ざされてしまう「解雇の金

銭解決制度」、解雇しやすい正社員を増やす懸念のある「限定正社員」制度の普及、長時間労働を誘発
するおそれのある「ホワイトカラー・イグゼンプション」の導入など、労働規制の緩和を行わず、雇用
の安定を図ること。

２． 低賃金や低処遇のままの派遣労働の拡大につながりかねない法改正ではなく、派遣労働者のより安定し
た直接雇用への誘導と処遇改善に向けた法改正を行うこと。

３． 雇用・労働政策に係る議論は、国際標準であるＩLＯの三者構成主義に則って、労働者代表委員、使用
者代表委員、公益委員で構成される労働政策審議会で行われること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　厚生労働大臣　経済再生担当大臣　
　　　　内閣府特命担当大臣（規制改革）

脱原発を決断し、再生可能エネルギーの普及を求める意見書
　東京電力福島第１原発事故は、原発に対する国民の認識を大きく変え、「原発ゼロの日本」は多くの国民
の切実な願いとなっています。今こそ政府は、脱原発を政治決断すべきです。
　これまでの議論を通じて、「「安全神話」にどっぷりつかり独立した規制機関もなしに原発を推進したこと」
「事故被害は拡大し続けており、二度と原発事故を起こしてはならないこと」「原発稼働を続ける限り、処
理する方法のない「核のゴミ」が増え続けること」「地震・津波で全電源喪失が起きる危険があること」「原
発の再稼働の条件も必要性も存在しないこと」「国民世論が大きく変化し、「原発ゼロ」をめざす声が国民多
数になっていること」など、原発の危険を除去する必要性、緊急性がいっそう切実になるとともに、その条
件もあることが明らかになってきています。
　ところが政府は、「脱原発依存」を口ではいいながら、平成25年12月、原発を「基盤となる重要なベース
電源」として、将来にわたって維持・推進し、「再稼働を進める」とした「エネルギー基本計画案」を発表
しました。これは、「原発ゼロの日本」を願っている国民多数の民意への挑戦にほかなりません。
　この原子力発電の実情から国民の命と暮しを守り、未来に向かって希望が持てる日本にしていくためには、
太陽光・熱、風力、水力、地熱、バイオマスなど再生可能エネルギーへの転換を直ちに着手すること、大量
生産・大量消費・大量廃棄などエネルギー浪費社会を見直して低エネルギー社会に向かって国を挙げて取り
組むことを求めます。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出します。
提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣

３月議会で可決した意見書
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憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認に反対する意見書
　安倍首相の諮問機関である「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」（安保法制懇）が審議を再開
した。安倍首相は安保法制懇に「憲法制定以来の変化を重視し、新しい時代にふさわしい憲法解釈のあり方
をさらに検討する」ことを求めている。そして、これまでの政権が憲法上許されないとしてきた集団的自衛
権の行使容認に向けて議論が行われている。
　従来、内閣法制局長官は、集団的自衛権については、「行使ができないのは憲法９条の制約である。わが
国は自衛のための必要最小限度の武力行使しかできないのであり、集団的自衛権はその枠を超える」（昭和
58年４月、角田内閣法制局長官）とし、憲法上許されないとしてきた。
　日本が攻撃されていなくても武力で協力する集団的自衛権の行使容認は、日本を戦争への道に引き込むも
のである。憲法解釈の変更で違憲の集団的自衛権の行使を認めようというのは、まさに立憲主義の破壊であ
る。
　日本国憲法は前文で、「政府の行為によって再び戦争の惨禍が起ることのないよう」と述べるとともに、
「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して」「安全と生存を保持しようと決意した」としている。世界
でも今、戦争ではなく平和的・外交的努力で問題を解決することが流れとなっている。東南アジア諸国連合
（AＳEAＮ）では、互恵と紛争の平和的な解決の枠組みづくりが大きく前進してきている。憲法を生かし
てアジアと世界の平和に貢献する道をこそ、日本は進むべきである。世論調査でも集団的自衛権行使に反対
の声が賛成を上回り、歴代の内閣法制局長官もこれに反対する声を上げている。
　よって、国及び政府においては、憲法解釈の変更による集団的自衛権の行使容認をしないよう強く求める。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

提出先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣　外務大臣

　２月14日に、犬山富士線、柏森長畑公園（施工予定地）、青木川改修計画地、放課後児童
クラブを現地視察しました。

福祉建設常任委員協議会　町内現地視察
矢
委員長
嶋惠美・梅

副委員長
村治男・小

委員
林明・近藤泰樹・新井三郎・佐藤智恵子・杉浦敏男・渡邉幸子

視察報告

　供用開始を目前に控え、ほぼ整っている状況で
した。

犬山富士線

　治水対策にも配慮して、公園の下に雨水貯留
施設を備える構想を確認しました。

柏森長畑公園（施工予定地）

　改修に伴う橋梁の取扱い等、詳細な説明を受
け、治水事業の進め方を確認しました。

青木川改修計画地

　柏森中央学習等供用施設にて、現状説明を受けました。床面積の不足、図書等の整備不十分等の
問題点を確認しました。放課後児童クラブは、子育て支援事業の重要な役割を担っています。

放課後児童クラブ 青木川の橋梁（柏森字中島地内）
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６月定例会の日程（予定）

６月２日㈪ 開会・提案説明

６月６日㈮ 一般質問

６月９日㈪ 一般質問

６月10日㈫ 議案質疑

６月11日㈬ 福祉建設常任委員会

６月12日㈭ 総務文教常任委員会

６月18日㈬ 委員長報告・討論・
採決・閉会

あなたも議会を
傍聴してみませんか
６月定例会は

詳しくは議会事務局まで
TEL	93-1111　内線322

「会議録検索システム」
インターネット配信
扶桑町役場ホームページで議会
会議録をインターネット配信し
ていますので、ご利用ください。

扶桑町役場
ホームページ

↓
扶桑町議会
↓

扶桑町議会
会議録検索システム

　都市計画道路犬山富士線（扶桑町高雄地区から犬山市上
野地区までの570ｍ区間）の工事が完了して、３月28日の
完成式終了後に、一般通行が開始されました。この開通に
より、国道41号線と木曽川に架かるライン大橋が直接結ば
れ、地域住民の利便性向上に加えて、地域経済の活性化に
寄与するものとなります。

犬山富士線が開通

高雄地内から上野跨線橋・犬山市方面を臨む

お 知 ら せ

○毎年５月の最終水曜日に、世界中で実施される住民参加型のス
ポーツイベントです。

○人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時までの
間に、15分間以上継続して、何らかの運動やスポーツをした住民
の「参加率（％）」を競い合います。

○対戦相手に敗れた場合は、相手自治体の旗を庁舎のメインポール
に１週間掲揚し、相手の健闘を称えるというユニークなルールが
特徴です。

○朝の散歩をいつもより少し遠く、自動車通勤を自転車通勤に、仕
事帰りにジムで一汗、放課後の野球やサッカーなど、様々な運動やスポーツでご参加ください。

○運動をした後は、総合体育館に電話、または役場・総合体育館・各学習等供用施設に設置された箱へ参
加券を投票してください。

◆秋田県男鹿市（おがし）
　 秋田県西部の日本海に面した男鹿半島に位置します。人口30,830人

（平成26年２月28日現在）、国の重要無形民俗文化財に指定されて
いる「男鹿のナマハゲ」が有名です。

■平成26年５月28日（水）　■午前０時〜午後９時開催

in 扶桑 扶桑町
vs
男鹿市


